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免疫病理学特論 奥山　隆平 他

Immunopathology 大谷　真紀・立石　文子

2 不定期 集中･不定期 博士課程１年次

　 講義

該当
(1)授業の達成目標/Course objectives

ディプロマポリシー・授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ （授業の達成目標）
2026HM医学分野ｶﾘ, 2025HM医学分野ｶﾘ, 2024HM医学分野ｶﾘ, 2023HM医学分野ｶﾘ

【専攻】医学または保健学の研究に対する世界標準の専門分野 免疫病理学における深い知識・卓越した技能
における深い知識・卓越した技能

⇔

【専攻】医学・保健学研究において基礎・応用・臨床の枠を越 免疫病理学研究において、課題の本質を見抜き解決方法を見出
え、課題の本質を見抜き解決方法を見出す洞察力 す洞察力

⇔

(2)詳細
/Detailed 
information

免疫学的な機序で発症する疾患の多くは全身にわたる多彩な病変を示すことが多く、いわゆる難病に指
定されている疾患も多い。
　本授業では、感染症を含め免疫学的な機序で発症する疾患のメカニズムの基本を理解するとともに、
病変組織を用いた解析や分子生物学を含む実験的な解析で疾患発症機序にアプローチする能力を身につ
けることを目指す。

(3)授業の概要
/Overview of 
course

免疫学的な機序の解析に必要な基本的な知識、技術について解説するとともに、ウイルス感染により免
疫細胞の機能異常が誘導されて疾病の発症に至る事例の解析を紹介する。また膠原病・免疫病でみられ
る病理所見についても教授する。

(4)授業計画
/Course plan

１．感染症とアレルギー、組織傷害（２回）
２．抗体、免疫担当細胞の基本的知識（２回）
３．免疫学実験の基本（２回）
４．組織切片での免疫病態の検討：免疫組織化学、蛍光抗体法（２回）
５．ウイルス感染に伴う免疫異常の解析：慢性活動性EBウイルス感染（２回）
６．膠原病・免疫病の病理（４回）
７．症例検討（１回）

(5)成績評価の方
法・基準
/Grading/evaluati
on 
method/evaluation
 criteria

授業終了後、小テストを実施することにより、その時間に扱った内容についての理解度を調べる。授業
で示した例題と同レベルの問題が解ければ「水準にある(可)」，応用問題が解ければ「やや上にある（
良）」，やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にある（優）」，例題よりもかなり難しい応用問題
が解ければ「卓越している（秀）」

(6)履修上の注意
・事前事後学習
の内容・テキス
ト・教材・参考
書/Notes/Prep 
and review 
work/Textbook(s)/
Reference work(s)

本講義はトピック的な話題を集めたものではなく、病理学の実践に必要な内容を系統的に積み上げてい
く形式の授業である。学会参加など致し方ない場合を除いて、授業には欠席することなく出来る限り出
席すること。
　毎回、講義資料を配付する。事前学習は特に必要としない。授業中での理解を心がけ、事後学習で理
解状況を必ず確認すること。次回の授業の冒頭で、前回の授業内容についての質問を受け付ける。

(7)質問,相談への
対応/Questions 
and requests 
for advice

毎週火曜日16:00-17:00をオフィスアワーとする。医学部基礎研究棟２階病理組織学教室にて。事前にア
ポイントをとることが望ましい。電話0263-37-2607、内線5191、メールアドレスmendo@shinshu-u.ac.jp

(8)授業の形式
/Course format

PowerPointを用いた講義を主体とする。


